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令和５年度 岡⼭森林管理署 重点取組事項について

⽬ 次

１ 公益重視の管理経営の推進等

２ 「新しい林業」の確⽴に向けた取組の展開

３ ⺠有林関係者等多様な主体への技術⽀援・普及

岡⼭森林管理署

岡山森林管理署は、岡山県内の国有林野約32千haと官行造林地約４千haの合わせて
約36千haの国有林を管理経営しています。

国有林野を名実ともに「国民の森林（もり）」としていくため、公益重視の管理経
営を一層推進し、グリーン成長への貢献に向けた取組を積極的に行います。



平成30年7月豪雨災害など、近年、頻発化・激甚化する自然災害の早期復旧に取り組み、地域の安全・安心を確保するため流域治水と連携
した国土強靭化対策を推進します。特に、県の要請を受けて実施する民有林直轄治山事業及び国有林における大規模被災箇所等の復旧を着
実に実施し、災害に強い森林の再生に取り組みます。

森林土木工事におけるICT化の推進

治⼭事業による国⼟強靭化

１ 公益重視の管理経営の推進等
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流域治水と連携した国土強靭化対策

多様で健全な森林づくりの推進

間伐等森林整備の推進

山地災害危険地区や重要なインフラ周辺等のうち、特に緊要度
の高いエリアや氾濫した河川上流域等において、流域治水等に資
するための森林の防災・保水機能を発揮させる森林整備や治山施
設の整備を各水系（吉井川、旭川、高梁川）で推進します。

岡⼭森林管理署

公益重視の管理経営の一層の推進を図るため、５つの機能類型
区分に基づき、流域の自然的特性等を踏まえ、国土の保全、水源
のかん養、生物多様性の保全、二酸化炭素の吸収固定等の公益的

機能の維持・増進に向けて、資源の循環利用にも配慮のうえ、適
切かつ効率的に多様で健全な林地保全に配慮した森林づくりを推
進します。

被災箇所に、UAV（ドローン）による空中撮影を実施するほか、
数値標高モデル、オルソ画像、工事図面等を一連で作成。また、
三次元測量データによる出来形管理や、ウェアラブルカメラを
活用した遠隔臨場、発・受注者間での情報共有システム等の導
入により、効率的かつ円滑な事業実行を推進します。

【トラック運搬】

【列状間伐】

【林業専⽤道新設】

【複層林（帯状）造成】

【吉井川水系取組概要資料】 【⿊⽊国有林渓間⼯】



⽊材の安定供給の推進
⽊材の安定供給・利⽤ 公益重視の管理経営の推進等

樹⽊採取区での計画的な事業実施

事業等での⽊材利⽤

岡⼭森林管理署

公益重視の管理経営を一層推進しつつ、地域における木材安
定供給体制の構築等を図るため、機能類型区分に応じた適切な
施業の結果得られる木材の持続的・計画的な供給に努め、地域
の林業・木材産業の活性化に貢献していきます。

新見市に所在する用郷山（ようごうやま）国有林ほかに指定し
た「近畿中国１新見樹木採取区（区域面積：251ha）」について、
令和４年３月に「株式会社戸川木材」に、権利存続期間９年の
「樹木採取権」を設定し、令和４年度より事業が開始されました。

今年度は５伐区、15.34haの伐採（皆伐）と植栽を実施します。

【実施契約締結式】 【採取区域の表示作業】

【加賀山山腹工（加賀山国有林）】【用郷山林業専用道（用郷山国有林）】

【プロセッサによる造材】 【移動式チッパーで燃料チップ製造】

【ドローンによる苗木運搬】 【植付作業】 【ＰＲ活動・現地見学会】

【木材市場での委託販売】

【フォワーダでの搬出状況】【フェラーバンチャ先行伐倒・作業道作設】

【システム販売材の積込み状況】
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柵工、残存型枠工、筋工等へ木材の利用促進に取り組みます。



2 「新しい林業」の確⽴に向けた取組の展開
森林・林業基本計画（R3.6.15閣議決定）で位置づけた、イノベーションで伐採から再造林、保育の収支をプラスへ転換させる「新しい林

業」の実現に向け、 近畿中国森林管理局では、「新しい林業」推進プロジェクトチームを設置（R4.3.25）し、組織の総力を上げて、国有
林では生産性向上や低コスト再造林、効率的な鳥獣被害対策等の実証・普及に取り組むこととしています。
また、その成果は民有林へも普及を図ります。

下刈の省⼒・削減の取組
造林の低コスト化・省⼒化に向けた取組 低密度植栽の検証

画一的な下刈を見直し、植栽木と雑草木の競合状態
を見極めながら下刈を省略するとともに、下刈の実施
方法を、現地の状況に応じ全刈から筋刈への移行や、
労働の軽減、安全の確保の観点から、冬下刈の試行に
取り組みます。今年度は、管内７箇所において、夏季
に限定しない下刈の試行（10月～１月期に実施）に取
り組みます。

シカ防護対策

【下刈の⽬安、図︓Ｃ区分判定】

【下刈後の様⼦】

低密度植栽箇所の成長量調査等に引き続き取り組むとともに、さらなる
低コスト化に向けて、これまでの1ha当たり2,000本植えから1,500本植えに
試行的に植栽を実施します。

岡⼭森林管理署

地域の関係者と連携のうえ、協定に
基づく捕獲、造林木保護のための防護
柵等の設置、小林式誘引捕獲法の民有
林への普及などに取り組みます。

シカ被害対策に必要となる防護柵等
について、効果的かつコストを抑えた
資材の活用により設置経費の削減に取
り組みます。

【低密度植栽試験地】
（加茂⼭国有林︓吉備中央町）

【下刈作業の様⼦】

【⽴⽊を活⽤した防護柵】

【令和4年度の低密度植栽試験地の調査結果から】
・2,000本/ha植栽地は順調な成長をしており、植林から10年以内のうっ閉
が確認された。
・1,600本/ha植栽地と2,000本/ha植栽地の生育状況は同程度であった。
・1,600本/ha植栽地は2,000本/ha植栽地と、同程度の期間でうっ閉する。
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「新しい林業」の確⽴に向けた取組の展開素材⽣産の低コスト化・省⼒化に向けた取組

収穫調査の効率化・省⼒化

⽣産性向上の取組

ICTを活用した収穫調査の効率化を進めていきます。
製品生産事業、存置型間伐では、標準地調査方法など効率化

に取り組んでいますが、3次元地上レーザスキャナを活用した
調査を進めています。引き続き、現地研修会等の開催して、操
作技術の習得・向上に努めます。
林地保全に配慮した森林施業を進めるため、収穫調査時にCS

立体図等により危険箇所の確認について試行していきます。

伐採と造林の⼀貫作業システムの推進

木材（丸太）の生産事業の作業システムを最適化し、生産性の
向上と生産コスト縮減を支援するため、府県等と連携し、ボトル
ネックとなる工程を明らかにし、より良い作業システムとなるよ
う事業体と連携した取組を進めます。
このため、限定的に対応してきた受注事業体の日報管理の取組

を拡大して行きます。

【請負事業体への指導】【⾼性能林業機械での組合せ作業】

【3次元地上レーザスキャナの使⽤状況】 【パソコン画⾯上で⾯積計測】

岡⼭森林管理署

伐採（皆伐）から植栽（更新）までの複数の作業を 一括発注す
る「一貫作業システム」により、高性能林業機械を活用した枝条
等の整理、コンテナ苗（通年植栽が可能）の運搬等、伐採・搬出
から植栽までの一連の作業を連続して行うことによりトータルコ
ストの削減を目指します。
今年度は、２２伐区、２７haで実施します。

一貫作業
の写真

【プロセッサ造材〜フォワーダ運搬】

【林業機械による地拵え】

【森林作業道へ枝条を整理】

【専⽤器具によるコンテナ苗植栽】
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「新しい林業」の確⽴に向けた取組の展開ICT技術の活⽤推進
ドローン（UAV）の活⽤

ドローンを活用して、オルソ化（正射写真化）することにより、
収穫調査の踏査に活用することや樹種界の判別、平均樹高の算出等
により、林分状況の効率的な把握とを行い業務の効率化に努めます。

また、事業地の検査での活用、防鹿柵の点検、治山施設の点検、
森林調査簿の修正等に積極的に活用していきます。

路網設計⽀援ソフト（FRD）の活⽤

岡⼭森林管理署

航空レーザ計測で得られた精緻な地形データ等を活かして、林
道や森林作業道などの路網の線形案を対話的に設計し、設計時に
幅員やコストなど様々なパラメータを調整することで崩れにくく
低コストな線形案を効率的に設計することが可能となり、現地踏
査回数の大幅削減や線形案の妥当性確認、コスト・リスクの評価
など路網設計・管理業務の効率化・省力化のため、路網設計支援
ソフトＦＲＤ（Forest Road Designer）を積極的に活用します。

GNSS端末（データ収集⼀体型モバイル端末）の活⽤
GNSS端末を活用し、境界巡検等業務の効率化を図ります。

署・各森林事務所へ配置されているGNSS端末は、GPS機能とと
もに、データ収集（写真、Memo等の添付）が可能。その機能を
活用し、境界巡検中に境界の状況を確認し、随時GNSS端末上に
写真・Memo（境界の種類、境界の状況等）等を記入し、帰任後
GISソフト等にデータを移行・一元管理。森林官等業務の効率
化・省力化に活用します。

UAV空撮写真の解析による
３次元点群データ（DSM）

航空レーザ測量による
３次元点群データ（DEM）

立木一本ごとに樹高が
表示される

上層木の本数と平均樹
高を算出

【ドローン画像をオルソ化】 【QGISで種界を図示】

【GNSS端末】【衛星の補足状況】 【GNSS端末に地図を表示】

5【FRDによる線形案】



3 ⺠有林関係者等多様な主体への技術⽀援・普及
戦後植林された人工林が本格的な利用期を迎える中、これらの森林資源を循環利用し、林業の成長産業化と森林資源の適切な管理を両立

させることが我が国の森林・林業にとって重要な課題となっています。こうした状況をふまえて、国有林のフィールドや技術を活用して民
有林の支援に取り組みます。

現地検討会の開催等 市町村⽀援等に関する情報発信

災害発⽣時の初動対応・⺠有林⽀援

市町村林務担当者のスキルアップや林業事業体の育成に向け、
国有林のフィールドを活用した現地検討会を開催し、低コスト造
林、伐採から造林までの一貫作業システム、獣害対策等の技術の
普及を実践していきます。

市町村行政への支援について、市町村が抱える地域課題や国
有林への要望に合わせて、効果的な支援の推進に取り組みます。

また、市町村の要望に応じて「低密度植栽地」「冬下刈りの
実施箇所」「列状間伐実施箇所」等へ案内し、意見交換を行う
など、さらなる市町村支援の充実強化に努めます。

山地災害発生時には、ドローンによる被災状況調
査をはじめ、地元自治体の要請に応じて山地災害対
策チームの派遣等、民有林の被災状況の確認や復旧
に向けた技術的支援を行います。また、平時から治
山技術向上を図るための現地検討会の開催等に積極
的に取り組みます。

岡⼭森林管理署

■現地検討会の開催
①テーマ：伐採と造林の一貫作業
②開催時期：令和５年１０月頃
③開催場所：天木山国有林（新見市）
④参集範囲：岡山県内の自治体等
⑤検討会の内容：高性能林業機械によ
る伐採と枝条整理、ドローンによる苗
木運搬等 【冬下刈り現地見学会】

【低密度植栽地現地案内】
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【低密度植栽現地検討会】 【早生樹センダン現地見学会】

【ドローンによる被災状況調査】

【ドローン操作技術研修への支援】

【にちなん中国山地林業アカデミー現地案内】【大日本山林会研修会現地案内】



主要事業量内訳
単位令和５年度主要事業量

（年度当初予定）項⽬区分

千㎥７１．４主伐
収穫

千㎥２９．４間伐

千㎥５６．２⽴⽊販売

販売 千㎥２４．０製品販売

千㎥６．３樹⽊採取権

ha９８．２地拵え

造林

ha１２６．７植付

ha５０．５下刈り

ha２２．５つる切・除伐等

ha１６２．６保育間伐（活⽤
型・存置型）

ha－保育間伐（本数調
整伐）

ｍ１，６８５林道新設
林道

m－改良

百万円７０国有林直轄治⼭
治⼭
事業 百万円－⺠有林直轄治⼭

①事業量（年度当初予定）には、前年度の繰越事業量を含みます。

②収穫量、⽴⽊販売量には、分収林の⺠収分の数量（分収育林分6.7千㎥）を含みます。

③林道には、林業専⽤道を含みます。（林業専⽤道規格の森林作業道新設を含む。）

④治⼭事業費には、災害復旧事業費を含みます。

【問い合わせ先】

岡⼭森林管理署
岡⼭県津⼭市⼩⽥中２２８－１
℡︓０５０-３１６０-６１３５

岡⼭森林管理署

「国民の森林」
国有林

近畿中国森林管理局
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